
模擬授業①
「数え方を生み出そう」







単元計画

①筆者の主張・提案を捉える

②新しい数え方を考える

③筆者の主張に対する考えをもつ

④考えを交流する



授業の展開
数え方クイズ

→ウサギの数え方

→由来

→ウサギの数え方を考える

（１０分 タイマー）

→全体交流

→ふり返り

次は一人一人新しい数え方を

考える

◎明るさ

◎テンポ

◎言葉がはっきり伝わる

◎板書の見やすさ

◎みんなに返す

「ウサギさわったことある？」



気になった点

・起立・礼・着席

・「発表してくれるよっていう人」「みんな手を挙げてくれてた」

→自分の考えを伝えようという姿を褒める

・「どうですか」「いいです」（子ども役）・・・どういうところが？

・ふり返りが浅い（子ども役）

「１つものでもたくさんの数え方があることが分かって楽しかったです」

「友だちの考えた数え方がおもしろかったので活動が楽しかったです」

どんなふり返りを期待する？



こんなふり返りを期待する

「私たちのグループでは，ウサギの数え方を考えました。私はウ
サギの耳が長いところから『１ミミ』と数えたけど，○○さんは
ウサギの毛がふわふわしているから『1ふわ』と数えていました。
見方がちがうと数え方がちがって面白いなと思いました。」

「ぼくたちはライオンの数え方を考えました。『１ガオ』とか
『１ライ』，『１ふさ』など，面白い意見がたくさん出ました。
でも，トラも『１ガオ』でよさそうだし，新しい数え方を作り過
ぎるとどれがどれだか分らなくなって困ると思います。」

批判的思考を働かせて読む力



自分なら・・・
数え方クイズ

→ウサギの数え方

→由来

→ウサギの数え方を考える

（１０分 タイマー）

→全体交流

→ふり返り

次は一人一人新しい数え方を

考える

筆者の主張・提案

→筆者の示す例（ニンジン）

→グループごとに新しい数え方を

考える

→ふり返り

次は筆者の主張に対する

考えを話し合う



ロイロノートを活用するなら・・・



模擬授業②
「人の体のつくりと運動」



授業の展開

前回のおさらい（ビニル手袋）

「先生腕はどうなっているのという声があったので」

→めあて「腕の中はどうなっているのか考えよう」

→腕の中はどうなっているのか気付いたことを

プリントに書く（５分 タイマー）

→交流

→腕の中はどのようになっているのかを

絵にかいてみよう

◎机間指導

◎板書の字の大きさ

◎字の読みやすさ

◎道具の準備



気になった点

・起立・気を付け・礼！

・タイマー

・道具をどう使わせたかったのか

トング 折りたたみ定規

粘土 ストロー

・めあての出し方 子どもが「スイッチオン」になっているのか

子どもが自信が問いをもって学ぶ授業にするには？



自分なら
①手にある関節を確かめよう（おさらい）

→たくさんあるからものを握ったり楽器を弾いたりすることができる

②肘を曲げずに字を書いてみよう（またはお茶を飲んでみよう）

→難しい！普段は無意識のうちに肘を曲げたり伸ばしたりしていた

→よく見ると筋肉も動いている 力こぶをつくるとかたくなる

③腕の曲げ伸ばしの仕組みは？

→骨だけ見せる（骨格模型）

→どこに筋肉をつければ肘を曲げたり伸ばしたりできるかな

④関節模型（または動画）で確かめよう







抑揚をつけて話すには

ドラマ

お笑い

映画

→自分が演じてみる


